大津大会の試合方式について

１　一部の個人戦をリーグ戦方式にします

　令和６年度の連盟総会で、現行の「女子３０歳以上ダブルス」を「女子合計７０歳以上ダブルス」に変更することが承認されました。これまでからも女子種目の拡大など議論がされてきた結果としての種目変更であると考えます。
　　しかしながら、女子選手が出場できる種目が限られている現状と、こうした議論も考慮し、今大会は参加数を踏まえ、一般女子ダブルスＦ（参加１２組）と合計７０歳以上女子ダブルス（参加６組）をリーグ戦方式として、参加選手は最低でも２試合できる試合形式としました。いずれも個人戦初日はリーグ戦、最終日に順位決定戦を行います。

２　一部の個人戦で交流戦を実施します

　　上記と関連しますが、一般女子シングルスF（参加２名）、初級者女子ダブルス（参加８組）、初級者混合ダブルス（参加４組）については、交流戦を実施します。トーナメント表とタイムテーブルには組み込んでいます。
　　試合進行中に、その他の交流戦を実施するが場合があります。

３　個人戦は、初日（２９日）に必ず２試合できるようにタイムテーブルを設定しました

　　大会最終日は個人戦の準決勝から実施することを基本としていますが、今回は参加数が少ない種目も多いので、準決勝から始めると個人戦初日に１試合しか行われない種目がでてきます。よって、個人戦初日に２試合できるタイムテーブルとしています。
　　参加数が７人（組）以下の種目はシード選手が２試合するためには準決勝まで実施する必要があるので、これらの種目は最終日は決勝のみとなります。（上記１含む）。
　　参加数が４人（組）以下の一般女子シングルスFと初級者混合ダブルスは個人戦初日に決勝まで行います。





４　団体戦の交流戦の実施方式を一部見直します

　　交流戦を以下の要領で実施します。プログラムも参考にご覧下さい（交流戦の実施の有無は開催地裁量となっています）。
　　１　シードチームも初回戦敗退の場合、希望があれば交流戦の対象とします
　　２　交流戦の待ち時間を短くするため、別館を使用して、12時から順次組み入れる予定です。なお、対戦チームは、適宜本部で決定しますので、試合のコールにご注意ください
　　３　敗者チームには交流戦実施の希望を確認します（スコアシート返却時に申し出て下さい）
　　４　交流戦は、勝敗決定後打ち切りとしていましたが、両チームの監督が了解した場合、勝敗決定にかかわらず3試合すべて行うことを認めます

以上です。

大津大会は開催時期が年度末ということで参加困難な都市が多い中で、いろいろとご苦労ご配慮をしていただき参加されたチームや選手の皆様に、少しでも楽しんでいただけるように、大会実行委員会として運営を検討いたしました。
参加される皆様にとって、思い出に残る楽しい大会となることを期待しております。
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